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事務所／〒484-0061犬山市大字前原字橋爪山 1-4 犬山カンツリー倶楽部内 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0061犬山市大字前原字橋爪山 1-4 犬山カンツリー倶楽部 

電 話／0568-61.2281 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会 長 ：原   正  男 

■幹 事 ：安 田 一 生 
■公共ｲﾒｰｼﾞ向上副委員長 
 ：関 矢 正 己 

 

第２８９９回  例  会 （ Ｒ４． １１． ２９ 火 雨 ☂ ） 

点 鐘 原 正男会長 

R . S 手に手つないで 四つのテスト 

幹事報告 安田 一生幹事 

※近隣クラブはコロナ禍により、ほぼメーキャップ受付を 

されておりません 

☆＝年末の交通安全県民運動に伴う 

シートベルト・チャイルドシート関所のご案内＝ 

日時：12 月 1 日（木）9：30～ 

場所：犬山市民文化会館 第 1 駐車場 

（車でご参加の方は第 2 駐車場へ駐車して下さい） 

＊（今回は人数制限が設けられていない為） 

ご都合のつく方はご参加を宜しくお願い致します 

☆次例会 12 月 6 日（火）について 

 2900 回例会にあたり、通常より食事を少し豪華にします 

 準備の関係上、11 月 30 日（水）までに出欠確認をいたし

ますのでご協力下さい 

皆さんとお祝いをしたいので是非ご出席下さい 

出席報告（鈴木敏之委員長） 

出席率 100％ 会員 50 名（＊出席率は紙面での報告のみ） 

ニコボックス（鈴木敏之委員長） 

原 正男君 成田山よりダイアリーを頂きました。 

岩間さん、ありがとうございます。 

本日は野村さんの会員卓話を楽しみにし

ております。 

（同文にて）山田直廣君 安田一生君 鈴木一成君 

田中進一郎君 朝刊見ました。藤井さんおめでとうござ

います。 

小川嘉吉君 在籍 28 年を喜んで！ 

野村憲治君 皆出席 9 年を喜んで！ 

安達寛益君 野村憲治さんの卓話を拝聴できることを

喜んで！楽しみにしています。 

（同文にて）藤井友喜君 福冨孝弘君 井川光雄君 

板津英基君 伊藤隆君 岩間信夫君 

近藤斉宏君 近藤俊也君 真野健二君 

丹羽敬昇君 野村憲治君 小川宏嗣君 

小川嘉吉君 小川誠君 大原隆一君 

岡田雅隆君 奥村正幸君 大島匡博君 

澤田禅君 千田光範君 住野龍之介君 

鈴木敏之君 田中進一郎君 梅田佳和君 

山根雄司君 安田新平君 吉田洋君 

祝 福（真野健二委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 河田 敏和君    11 月 29 日 

皆出席 9 年 野村 憲治君    12 月 3 日 

結婚記念日 

吉田 洋君夫人 寿 美 様 12月4日(御夫人誕生日4/3)  

関矢正己君夫人 美也子様 12月5日(御夫人誕生日5/10)  

 

✿✿ 皆出席 おめでとうございます！ ✿✿ 

 

会 長 挨 拶（原 正男会長） 

 

本日は、下平さんが体験例会におみえの予定でした

が紹介者の関矢さんがお休みのため来週に延期となり

ました。皆さん宜しくお願いします。 

新市長に犬山ロータリークラブ名誉会員の原よしの

ぶさんが当選されました。これからの犬山のリーダー

としてふさわしく若さあふれる方ですのでご期待申し

上げます。 

ケーブル TV でライブでの選挙速報が放映され選挙

事務所の様子が映っていました。午後 10 時 20 分頃に

当確のアナウンスが流れ、翌朝 3 時 50 分には朝刊が

届きその記事が載っていました。いつ取材して原稿を

書かれ印刷されたのか不思議な感じを覚えました。 
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さてサッカーのワールドカップカタール大会、1 次

リーグで、ドイツには歴史的勝利を収め、日曜日のコ

スタリカ戦は日本の殆どの人が 2－0、3－0 と予想し

て日本中、総サポーターとなっていました。結果は、

格下相手に負けてしまい決勝トーナメント出場は黄信

号、赤信号に変わってしまいました。しかし日本人は、

世界中の人々から賞賛され過去のワールドカップでも

日本人による「ゴミ拾い」が脚光を浴び今や日本の「お

家芸」になりつつあります。自分達の街でもないのに

清掃活動をしてくれ、今大会は「サスティナブル」を

テーマにしているので大会組織から表彰までされ大変

喜ばしいことでした。 

ロータリーの情報ハンドブックに道徳律 11 ケ条と

いう倫理訓があります。 

（1）わが職業は価値あるものであり世に奉仕する絶好

の機会が与えられていると考えるべきこと。 

今朝の新聞に藤井さんの会社のことが載っていまし

た。それに繋がる事です。 

（3）われは実業人であり成功の野心を抱いていること

を認める。同時に道徳を重んずる人間であり、最

高の正義と道義に基づかざる成功はこれを欲す

るものではないと自覚すべきこと。 

（11）最後に「すべて人にせられんと思うことは人に

もその通りせよ」という黄金律の普遍性を信じ、

地上の天然資源に対してすべての人に均等な機

会を与えられてこそ人類社会は最良の状態にな

るという事を主張するものである。 

ワールドカップ出場の日本代表選手とそのサポータ

ーがこれからの日本の若者、私達ロータリアンのお手

本になります。 

 

その他委員会報告  

◎全国防災キャラバンについて 

（近藤斉宏パスト会長） 
私ボーイスカウト育成会を担当させていただいてお

ります近藤です。 

各テーブルに 2 枚程配布させていただきましたが、

BS 犬山第 7 団が主になりまして、全国防災キャラバン

という活動で佐々団委員長はじめ骨折っていただいて

おります。これはボーイスカウト日本連盟に防災キャ

ラバンをやって下さいと、尾張地区で 3 会場、犬山、

春日井、尾張旭で行われ、春日井は終わりました。 

12 月 4 日（日）に扶桑イオンにおきまして、防災キ

ャラバンの企画をやらせていただきます。どうか皆さ

んお時間がありましたらご参加いただきたいと思って

おります。 

以上でございます。どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

会員卓話   鈴木敏之 出席・ニコボックス委員長 
改めましてこんにちは。 

本日の卓話は、野村憲治さんです。皆出席 9 年を迎

えられます。題名は「人との縁」と頂戴しております

が、私もこの RC にご縁をいただきまして早 3 年が過

ぎようとしております。ご縁の大切さというのを、タ

イトルを拝見しまして、切々と感じております。 

本日の卓話を皆様大変楽しみにしてお見えです。是

非とも野村憲治さんの卓話をお聞きして、どんどん縁

を深めていただき、犬山 RC の発展に繋げていきたい

なと私個人としては、感じております。 

また、皆さんしっかり聞いてどこかに新しい会員さ

んがいらっしゃるのじゃないかなという風に外に目を

向けて、今後やっていっていただきたいと思います。 

それでは野村憲治さん、宜しくお願い致します。 

☆野村 憲治 君 
『 人 と の 縁 』  

 

 いつもお世話になっています、野村憲治です。本日

の卓話ありがとうございます。 

私は現在、犬山市で「和食レストラン大安」、「う

なぎの大安」、「とんかつ大安」、そして可児市に「和

食ダイニング大安」の 4 店舗を経営しております。 

そして、愛知県食品衛生協会の副会長兼指導部長を

しており、日々忙しく動かせていただいております。 

息子が 2 人おりますが、子供たちには飲食業は周り

の皆さんが遊んでいる時に働き、また皆さんが仕事し

ている時にも働かなければいけない、とても大変な仕

事なので、そんな仕事よりも会社員として給料をもら

って働く方がいいぞと、事あるごとに話してきました

が、どんな私の背中を見て育ったのかわかりませんが、

2 人とも現在後継者として働いております。 

私のモットーは 

「人との出会い、縁を大切にする」 

「全てに挑戦」 

そして、「ピンチこそチャンス」です。 

本日はお時間を頂戴し、僭越ではございますが、私

の人生を少しお話させていただきます。 

私の生まれは、美濃市片知。自然豊かな場所で生ま

れましたが、すぐに母の実家がある名古屋市中区丸の

内へ引っ越し、小学校は近くの「名城小学校」へ入学

しました。楽しみにしていた小学校生活はすぐに激変。

父が友人の保証人になったことで住んでいた家は立ち

退きにあい、それをきっかけに小学校を何と 7 回も転

校することになります。不思議なことに 7 校目の学校

は、初めに入学した「名城小学校」に戻ってきました。 

そんな転校ばかりの小学校時代でしたので、じっく

りと友情を育むこともできませんでしたが、この経験

によって新しい環境への対応力、そしてどんな場所で

あっても挑戦するパワーをこの時に培ったのだと今は

思っております。 

そして名古屋の中学、高校を卒業してからは当時父

が営んでいたとんかつ屋を手伝うことに。そこは名古

屋駅から程近くの中村区の下町。1 階が店舗でその上
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に「6 畳 2 間」の生活スペース、4 軒続く長屋の小さ

な小さな一角。それが大安の原点です。 

しばらくは、とんかつ屋を手伝っておりましたが、

20 代前半ごろ、友人から建築の営業をやらないかと声

を掛けられました。全くの畑違いの業種にためらいも

ありましたが、元来人から何かを頼まれると断れない

性格でもあり、これも何かの「縁」だと思い切って新

しい世界に飛び込むことにしました。 

会社に入るとレクチャーもないまま即 1 人で一宮へ

営業に出されました。何の知識もない私はただただ一

宮の商店街を行ったり来たり、毎日とぼとぼ歩いてい

る日々が続き、なかなか成績をあげることはできずに

いましたが、ある日事務所で作業をしていると、奥か

ら「おーい、誰か営業はおるか！」との社長の声。あ

いにく事務所には私 1 人。「ハイ！」と急いで社長室

へ行くと、そこには当時音楽業界では有名なテイチク

の所長がいました。うちの社長が「野村君、この人は

すごい人だから一緒について行って勉強してきなさ

い」と。状況もわからないまま、一緒について行った

のは名古屋駅周辺。そこはレコード業界のメーカーが

隣接している所でした。軒並みメーカーを訪問し、各

店舗の支店長に「彼は音楽業界のことに詳しいから何

でも相談しなさい」と私を紹介するではないですか。

次の日からメーカーの営業マンから、店舗を改装した

いとか、売れるような内装にしたいという相談の連絡

がじゃんじゃん入ります。一方私は、音楽業界のこと

など右も左もわからないド素人。顧客のニーズに応え

られるよう必死に勉強し、無我夢中で働き、名古屋だ

けではなく東京、大阪も駆けずり回って営業に走る中

で、テイチクの所長との「縁」を境に成績をどんどん

伸ばし、営業部長へと昇進しました。 

営業の仕事も順調に進んでいたある日、仕事帰りに

犬山の椿町で父が営んでいた仕出し屋に顔を出すとそ

こには父と一緒に 1 人の男性がいました。父は「息子

です」と私を紹介すると、その方は開口一番「君はい

い目をしているね！その目は商売の目だ！お金のこと

は僕が工面するから、商売をやってもみないか！」と。 

その方は銀行の融資の方でした。とはいえ、初めて

会った方。社交辞令とだろうと正直鵜呑みにはしてい

ませんでした。しかし私の心とは裏腹に、あれよあれ

よと話が進んでいくではないですか。とうとう銀行マ

ンから 1 億円の準備ができたと言われ、父と 2 人引く

に引けない状況。「よっしゃ！やってやるか！」と腹

を決め、始めたのが今の大安です。 

開店当初は知名度ゼロ。まずは弁当や仕出しをメイ

ンにとにかくコツコツと。 

それでも毎日店は閑古鳥。「よくこんな場所に飲食

店なんて出したなー。この場所は商売にむいてないぞ」

とバカにする声もありました。片や近くの和食店は、

開店前から店の前にお客さんが並んでいる状態。繁盛

店を自分の店、何が違うのか、原因は何なのか、日々

悩みに悩み、来店して下さるお客様を大切にしながら

実直に、そして必ず我が店も繁盛店へと発展させてみ

せるとの心の炎を燃やし、私の出した答えは優れた人

材、給料の高い人材を雇うことだと一つ扉を開けてみ

ることにしました。 

とは言え、経営はとても大変な状況です。そんな中

で高い給料を払う余裕は全くありません。それでも必

ず結果が出ると、良い人材を 1 人、1 人と増やしてい

く中でお客様も少しずつ増え、徐々に繁盛店へと成長

していきました。 

やっと経営が波に乗ってきたと思った矢先、大ピン

チが襲ってきました。そのピンチは税務署です。 

突然 3 人の監査官が「帳簿を見せなさい」と、営業

中の忙しい時間にやってきました。「今は営業中です、

少し待ってもらえませんか」と言うものの「そんなこ

とは、こちらには関係ない」と査察が入りました。 

私は何が何だかわからず、当時の税理士に電話をす

ると「わかった、何とかするからちょっと待っていて

くれ」と。しばらくして税理士からの連絡に愕然とし

ました。なんとその税理士は、税務署に勤めていた時

に副署長をしており、今の税理署長は、当時いじめて

いた後輩だとのこと。そして「自分が出たら余計にマ

ズイ事になるから、悪いけど社長 1 人で解決してくれ」

と匙を投げる始末。 

片や税務署は 3 日間の監査が入った結果、なんと

「9800 万円」の税金だと言うではないですか。 

税理士に見放された私はその晩一睡もできず、翌朝

一番、武田信玄の旗印である「其の疾（はや）きこと風

の如く、其の徐（しず）かなること林の如く、侵掠（し

んりゃく）すること火の如く、動かざること山の如し」

との気概で、絶対にこの事態を好転させてみせるぞ！

と腹を決め税務署に向かいました。 

受付で「署長に会わせてくれ」と懇願するものの、

アポがないので無理だと門前払い。しかしそこで帰る

わけにはいきません。何としても会わなければいけな

いんだと受付の方を説得し、署長に取り次いでもらう

ことができました。 

「9800 万円の税金とはどういうことなのか、このま

までは店がつぶれてしまうじゃないか」と状況を必死

に説明する私の話を署長はじっくり聞いてくれ「あな

たの話はわかりました。どうなっているか調べてあげ

るから、少し待っていなさい」と言ってもらい、5 日

程経った頃、監査に来た税務署員が再度店に来て、

「2500 万円まで税金が下がりました。所長を動かすな

んて、あなたはすごいですね」と税務署の方も驚いて

いました。 

結局、税務署が帳簿をしっかり調べてみると、売り

上げに対する経費を正確に計上していない為、利益だ

け増えている状態であることが分かり、税理士の杜撰

さが明るみになりました。 

そこから初めは鬼のように思っていた税務署が色々

と知恵を貸してくれ、店を全面的にリニューアルしな

いと提案されました。 

当時会社の借金は 1 億 6 千万円、「今でも借金があ

るのに、更にそんな大きなお金をかけたら店が潰れる」

と尻込みする私に、「今大きな出費をしても、あなた

なら必ず利益を出して、更にいい会社にしていける」

と背中を押してくれ、ここから税理士も変え、経理も

整い、会社の土台をしっかり築くことができ、最大の

ピンチが発展への大チャンスへと転換することができ

ました。 

それからも、山越え、谷越えしながら着実に会社も

発展し、今ではたくさんのお客様が常連としてご来店

してくださるまでに。 

その中でよく食べに来て下さる 4 人組のお客様がみ
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えました。その方はトラックを 200 台持つ運送会社の

社長で、たまに会話をすることがあり、その度に「今

度、商売の神様を連れてきたるわ！」と何度も話して

いたので、ある日「その商売の神様ってどんな人な

の？」と聞くと、その神様とは＜矢場とんの会長＞だ

と言います。「なーに、＜矢場とんの会長＞なら中学

の同級生だがね」と私が言うと、その社長からまさか

の返答、「社長、マエズ中学なのか！俺のこと知らん

かね、番長やっとった原田だがね、社長も同級生だっ

たんかー！」と。一気に話が盛り上がり、すぐに＜矢

場とんの会長＞と 3 人で会うことに。 

中学卒業ぶりの再会でしたが、意気投合。昔話や商

売の話をする中で、大安の原点であるとんかつ屋をい

つかやりたいと思っていたことを話すと、「＜矢場と

ん＞お墨付きで店をだせばいいがね！」と言ってくれ、

オープンの時には実際に来店し、みそだれの味をチェ

ック。「よし、これなら大丈夫」と本当にお墨付きを

もらい、現在長男が切り盛りしてくれています。 

犬山の地で大安をオープンさせて 40 数年、安心でき

る日は一日もありませんでした。時には働きすぎで体

調を崩すことも何度かありました。数年前には膝に激

しい痛みを感じ、足を引きずりながらしか歩くことが

できません。病院へ行っても大した治療もなく、ただ

水を抜かれるだけで少しも良くならない状態が続いて

いました。 

そんな私にまた一つ良い「縁」がありました。 

保険会社から興味深い講演会があるとの誘いで行っ

てみたのが、ご存じの方も多いと思いますが、80 歳で

エベレストを登った登山家の＜三浦雄一郎＞さんの講

演でした。 

三浦さんは病気やケガを抱えながら、食の面では鮭

の頭を食べること、そして筋肉を効果的につけるため

には、負荷をかけたトレーニングするという体力づく

りをしていました。私も三浦さんを参考に、歩く時は

常に膝に筋肉をつけることを意識しながら生活するこ

とで 2 か月くらいすると膝の痛みが和らぎ、普通に歩

けるようになりました。 

改めて、意識した食事のとり方、そして体力づくり

の大切さを教わりました。 

そしてもう一つ、三浦さんの講演に感銘を受けまし

た。 

それは「人は皆、人生の冒険家であり、冒険にはリ

タイアはない」ということです。 

私も冒険家です。 

冒険には様々なアクシデントはつきものですが、そ

れをも楽しみながら常に挑戦し、前進し続ける冒険家

でありたいと私は思います。 

私の尊敬する方の言葉をもって締めとさせていただ

きます。 

「破壊は一瞬、建設は死闘」です。 

何があるかわからない世の中ではありますが、今と

いう一瞬を精一杯頑張り、一つ一つの「縁」を大切に

しながらこれからも「食」を通してお客様の「体」と

「心」の健康、そして幸せのお役に立てるよう、地域

の発展のために更に精進していきます。 

拙い話ではありましたが、ご清聴いただき、誠にあ

りがとうございました。 

 

＝鈴木委員長＝ 

ご縁のお話ですけれども、本当に波乱万丈な人生を

歩まれていらっしゃり、人とのご縁で企業をこのよう

に成長させていらっしゃる姿を、経営者として見習っ

ていきたいと思います。 

本当に今日はありがとうございました。以上で会員

卓話の時間を終了させていただきます。ご清聴ありが

とうございました。 

 

ご 報 告 

○年末の交通安全県民運動 

12 月 1 日（木）午前 9 時 30 分より年末の交通安全県

民運動の一環として「シートベルト・チャイルドシート

全席着用関所」街頭啓発活動が、犬山市民文化会館 第 1

駐車場にて実施され、7 名の皆さんにご参加をいただき

ました。ご参加ありがとうございました！ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＝本日のお食事＝ 

 


